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1． は じめ に

　南 イ ン ド ・カ ル ナー タ カ州 に 現存 す る Kanaganahalli大塔 （以下，　 Kanaganahalli）

の 「祗 園精舎布施」図は
， 主塔 の 下段 を円環す る レ リ

ー
フ 石板 の 2 ヵ 所 に描か れ

て い る 1）． そ の うち状態の 良い 1 つ の 図像に 焦点を絞 り， 紀元後 120 年頃に制作

され た と考え られ る Kanaganahalliの 「祗 園精舎布施」図が どの よ うな内容を保存

して い る の か を， 文献 資料 と碑文 の解読 に基づ い て 考察す る ．

2． 祗園精舎布施を伝える諸文献 とそ の 図像表現

　「祗園精舎布施」と呼ばれ るエ ピソ
ー

ドは初期経典 ， 諸部派の 律 ， 仏伝文学及 び

説話 に至 る まで 多 くの ヴ ァ リ エ ー シ ョ ン が あ る． そ れ ら諸文献の うち， 初期経典

の 段 階におい て ，
い か に して給孤独が舎衛城郊外の ジ ェ

ー
タヴ ァ ナ を購入 し， 準

備 した の か を語る記述 は ， 説
一

切有部所伝の 『中阿含経』第 28 経 「教化病経」の

み に記され て い る， こ の 経典で は，病床に ある給孤独が 舎利弗の 説法に よ っ て生

天せ ず に快復 し， 給孤独が 自らブ ッ ダ を舎衛城 へ 招待 した経緯 を舎利弗に語 る 2）．

そ して
， 最後 に ジ ェ

ー タ ヴァ ナ を購入す る 具体 的な場面が展 開 され る． その 最終

場面 を順 に追 うと
， ω 給孤独 が 夏安居 を過 ごす ブ ッ ダ とそ の 弟子 た ちを舎衛城

に招待す る ［T．1
，
no ．・26

，
460c9−10］→ （2）給孤 独が ジ ェ

ー
タ王 子か らジ ェ

ー
タヴ ァ

ナ を購入 する ［T．1，
no ．26

，
461a6− 7］→ （3）金貨をジ ェ

ー タ ヴ ァ ナ に 敷き詰め る

が ， 少 し足 りない 場所がで て しまう ［〔Ll ，
no ．26

，
461all − 13］ → （4） その 空 地 に

ジ ェ
ー タ王 子が 門を建て る ［T．1

，
no ．　26

，
461a22 −23］→ （5）ジ ェ

ー タ ヴ ァ ナ に房舎

と小房が完成す る ［T．1
，
no ．26

，
461a25 −26］ と なる， ジ ェ

ー タヴ ァ ナ に建て られ た

建造物に関 して は ， 房舎 と小房 の みが記 され具体 的な名前 は見 られ ない ． そ れ に

つ い て は
， 諸部派の 律 に 詳細 な記述が あ り， 南 方上座 部の 律 Cullavagga（VI　4

，
1一
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10） は ，
上記 した 『中阿含経』「教化病経」 の 最終場面 （1）一（5） と同 じ内容 を伝

承 しつ つ も，最後にジ ェ
ー タ ヴ ァ ナ に造 られ た建造物が種類別に列挙 され て い る．

atha 　 kho　 O η灘加ρ翊4’んO　 gahapati　J
’
etavane 　 vihare δ々尸ゆθ3ゐ parivenδni 層 アゆθ3ゐ korthake

航 rゆ ε画 4ρα勲跏 α5δ」のo κ跏 吻 ε∫4aggisaldyo　kardipesi，　 kapρlyakutlyo　ka
’
rdipesi，　 V α ccakultyo

hardipesi
，
　 ca カhame 肋順ρθ34　 caitkamanasa

’
ldyo 航 厂ゆθ5’，　 udapjne 版 r吻ε鉱 udapanasaldyo

ka
’
rdipesi，　janta

”
ghare　kdirdpesi，ノαη短9加 厂α3δ切 0 緬 尸＠ε5 あ pokkharaeiyo　kardpesi，脚   晦ρε

価 ゆ θ∫氏 （Vin　II　l59，
16−21）そ して

， 長者ア ナータ ピン デ ィ カ は
，

ジ ェ
ータ ヴ ァ ナ に房舎

を造 らせ た ．小室 を造 らせ た ．倉庫 を造 らせ た ．講堂 を造 らせ た ．火堂 を造 らせ た．食

堂を造 らせ た．厠 を造 らせ た．経行処 を造 らせ た．経行堂 を造 らせ た，井戸 を造 らせ た．

井戸堂 を造 らせ た．温 浴室 を造 らせ た．温 浴室堂 を造 らせ た．蓮 池 を造 らせ た，会堂 を

造 らせ た，

　 こ こ で は 15 種 類 の 建 造物 が ， すで に ブ ッ ダ在世 時か らジ ェ
ー タヴ ァ ナ に も建 て

られ て い た こ とにな っ て い る． また， 祗園精舎完成時の 建造物の 種類 や 数 は諸部

派の 律 に よ っ て 異同が認 め られ る． 臥坐具健度 で の 主題は 律蔵制作 時の 僧団 にお

い て 住居 や 寝具 を如何 に 取 り扱 うべ きか で あ り， その こ と を記すた め に 「祗園精

舎布施」の エ ピソ
ー

ドに 因 んで 当時使用 され て い た建造物の 名前が付加 され た と

理 解出来 よ う．

　他方 「祗園精舎布施」 の エ ピ ソ
ー ドが図像 に よ っ て 伝承 され始め るの は ， 以 下

の 表が 示すよ うに Bharhut （150　BC ）を初め とする イ ン ド初期仏教美術か らで あ っ

た こ とが 知 られ て い る．

出土地 所在 （現所在地） 年代 出典

Bharhut 南東四 分円欄楯第 15柱
厂
Suiga 　l　50　BCCoom （1956）Fig．67

Bodhgay 且 第 10 柱外側
厂
Suhga　lc．　BCCoom （1935）PL　51

，
2

S巨五ci 第 1塔 北 門東柱正 面第 2 区画 S互tav巨hana　l　c， MF 　PI．34，　a2

Kanaganahalli 下段 レ リー
フ石版 satavahana　2c， MASI 　PI．珮 A ．　N 　3430

Kanaganahalli 下段 レ リー
フ石版 S盃tav盃hana　2c， MASI 　P1．　L机B ．　N 　3701

Amar盃vatf Amar五v 画 博物館 No ．405 S巨tav巨hana　2c． Zin（2010）Fig．1

AmaravatI マ ドラス州立博物館 No ，147S 互tav巨hana　2c． Sivaramamurti　Pl．35
，
2

Amar 護vatI Amar 農va 耐専物館 No ．62 S巨tav巨hana　2c． 全集挿図 104
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Kanaganahalli大塔 に お ける祗園精舎布施の場面に つ い て （中　西 ） （195）

3． Kanaganahalliに おける祗園精舎布施の 場面

　本研 究 で 取 り上 げ る Kanaganahalliの

「祗園精舎布施」図 （図 D に は，8箇所 に

碑文 が確 認 され る ． そ の うち 3 箇所 の 碑

文 は， ブ ッ ダ （世 尊） （hhαgavat・ III2，23），

ア
ー

ナ ン ダ （ayasa　anadasa　llL2
，
　 18）， ラ ー

フ ラ （a
・
asa 　r∂hulasa　III2

，
22） と個 人の 房舎

の 屋根 に刻 まれ て い る ． そ して ， 最 も上

部 にあ る 2 つ の 建造物の 屋根 に は， 井戸

（utupano 　III．2，　21）と，Kosamba 堂 （々o∫o 鳳 呶

III．2，1g） と各々 に記 され て い る ．　 Kosamba

堂 の す ぐ右 側 に は ， 経 行 （caka （m 。）III2，

20）と側面 に 記 された 長方形の 経行処が 描

か れ い る ． 中 央 に位置 す る建 造 物 の 21階

の 屋根 に は，香堂 （gα（dha）［kut］i） と記 され

て い る の が 認、め ら れ る ． Bharhut で は

Kosamba 堂 （LUders　tg63
，
　B33 ）と香堂 （Loders

図 1

1963，B34 ）の み が 記 され て い たの に対 して ，　 Kanaganahalliで は そ れ を継 承 しつ つ

も， 新た に井戸 と経行処が 設 け られ て い る ． こ れ ら 2 つ の 建造物 は， 仏伝文学 に

は 言及が 無 く， 第 2 節 に提示 した Cullavaggaに記 され る 15種類 の 建造物の うち

の 2 つ に 当た る ．

　残 りあ と 1 つ の 碑 文は ，
一 番下 の ジ ェ

ー タ ヴ ァ ナ へ 入 る 門の す ぐ上 部あ る屋 根

に 刻 まれて い る ．yakhipiyekaramditδ （1IL2
，
24） と記 され t その 門 と屋 根 との 間 に

は ， ピヤ ン カ ラ と
， そ の 母で あ る ヤ ク シ ニ ー

， そ して 合掌 して い る ヤ ク シ ャ が 描

か れ て い る ．Sapayuttanikdyα の Yak   asalpyutta に属 する SN　I　O．6　Piyafikaraに記 さ

れる この 話は，同 じ くジ ェ
ー

タヴ ァ ナ で 起 こ っ た 出 来事 と して 記 され て い る の で ，

図像 中に 合 わせ て 描か れ た と理 解出来る． とこ ろ が ， それ に対応す る 『別訳雑 阿

含経』第 320経 及 び 『雑 阿含経』第 1321 経 の 舞台設定 は
，

マ ガ ダ 国の 鬼子 母宮

で あ り， ニ カ ー ヤ の 伝承 との 相違が 見 られ る ． そ れ は つ ま り， Kanaganahalliに 描

かれ る Piyahkaraの エ ピ ソ
ー ドが，南 方上座部所伝の ニ カーヤ と同系統の 伝承 を汲

む もの で あ っ た と考 える こ とが 出来る．
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（196） Kanaganahalli大塔に お ける祗園精舎布施の 場面 に つ い て （中　西）

4． ま とめ

　Kanaganahalliの 「祗園精舎布施」 図は，諸 文献に説か れ る 「祗園精舎布施」 の

記述 の み で は解明 出来な い
， よ り踏み 込ん だ内容 を保存 して い る ． 図像表現 と し

て は ，
Bharhut の 「祗 園精舎布施」図を継承 しつ つ も，新 た に井戸 や経行処 ， 及 び

個人の 房舎を図像化 し ， 他経 を譲渡後の 場面 と して 追加 して い る． こ れ ら付加 さ

れた描写 は，南方上座 部所伝の ニ カ ー ヤ及び律に該当箇所が 認め られる ．

1）「祗園精舎布施」図と関係する レ リ
ー

フ 断片が別に 2 点確認され る．Naka 　lishi　and 　von

HinUber （2014，
96−97 ：III．2，15，16）．　　 2）「中阿含経』 ［T．1，

no ．26
，
459c7−9］，

〈略 号〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 グ
Coom （1935）：Coomaraswamy ，

　Ananda 　K 。　La　Sculpture【de　Bodhg のyd．　Paris：Les　Editions　d
’Art

et　d’Histoire，1935．　Coom （19S6）： Coomaraswamy ，
　Ananda　K ．」La　Sculpture　de　Bharhut．　Paris：

Vanoest，1956．　 MAS 亘： Poonacha
，
　K ．　P 　Excavations　at 　Kanaganahalli： （Sannatij　Taluk（］hitapur，

Dist．（IVtbarga，　Karnataka（Memoirs 〔ゾ the　ASI 　No ．106）．　Delhi： Chandu 　Press，
2011．　MF ：

Marshall，　John，　and 　Alfred　Foucher．　 The　Monuments げ 5励 c肱 3vols，　 Repr．，　 Delhi： Swati

Publications，1982．　 N ：Photographs　at　Kanaganahalli　by　Maiko 　Nakanishi （F．　No ．15／2！2009EE
，

F．No ．20！112010−Pub），　 Sivaramamurti：Svaramamurti ，
　C ．　Amaravati　Scuiptures　in　the　Madras

Govθr跏 εη∫燃 θ撚 ．　Bulletin　ofthe 　Madras　G 。vernment 　Museum
，
　New 　Series

，
　General　Section

，

IV．・Madras：The　Director　of 　Stationary　and 　Printing
，
1956．全集 ：肥塚隆 ・宮治昭編 『世界美

術史大全 集 東洋編 13 イ ン ド （D』小 学館 2000．Zin （2010）：Zin
，
　Monika ．

“The　Purchase　of

the　Jetavana　in　an 　Arnaravati−Relief．”　ln　South　Asian　Archaeology　2007’　Proceedings（〜f　the　19th

lnternational　Conferenee（ofthe 　European　Association（〜fSouth　Asian・Archaeologists　in　Ravenna，

ed．　Pier最ancesco 　Callieri　and 　Luca 　Colliva
，
369−373．Oxf（）rd ：Archaeopress．
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〈図版出典〉図 1N3430 を部分拡大 し，修正 を加 えた もの で ある ．

〈キーワー ド＞ Kanaganahalli，仏教美術，　Jetavana，給孤独 Piyafikara

（佛教大学大学 院）
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